
セメントや石灰石等を扱う西1号岸壁の整備により、船舶大型化への対応が可能となり、物流機能の強
化と地域の活性化が図られた。
貨物取扱量は5年連続増加、地方港湾の中では全国トップレベルの取扱量を誇るようになり、今後も増
加が見込まれる。
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単位：千トン

取扱量は過去最高の500万トンに到達したにも関わらず、入港船舶の隻数は増しておらず船舶の大

型化による効果が伺える。

西埠頭・中央ふ頭に接岸するセメント船




